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平成 26年 6月 27日 

 

報道関係者各位 

 

国立大学法人東北大学工学部 

 

 

工学部情報知能システム総合学科の名称変更について 

－平成 27年 4月，『電気情報物理工学科』へ名称を変更します－ 

 

 

 東北大学工学部 情報知能システム総合学科は，工学部の 5学科のうち，電気・通信・電子・情報工

学および応用物理学分野の教育研究を担っている学科です．電気通信研究所などの附置研究所と連携し

た教育研究を行っており，「八木・宇田アンテナ」「光通信（フォトダイオード，半導体レーザ，光ファ

イバ）」「垂直磁気記録方式（ハードディスク）」「トンネル磁気抵抗効果の発見」など世界の電気通信情

報研究をリードし続けております．電気・通信・電子・情報工学および応用物理学はあらゆる領域のも

のづくり・システムづくりの基盤工学の１つであり，省電気エネルギー社会・高度情報化社会・高度医

療福祉社会の実現に向けて，この分野の研究者・技術者に対する社会からのニーズはますます拡大かつ

高度化しています． 

 このような社会の要請に応じて大学も進化し続けており，工学部及び大学院工学研究科が一体となり

教育体制の改革を進めています．特に，学部教育と大学院教育（博士前期 2年の課程）を一貫した教育

課程とするため工学教育院を設置し，学部においては将来の研究者・技術者としての基盤となる基礎的

知識の修得を目的とした教育を行うことをより明確化したところです． 

 これを受けてこのたび情報知能システム総合学科でも，電気・情報・物理の基礎学問を従来以上にし

っかり学ぶ教育課程に変更するとともに，電気工学，通信工学，電子工学，応用物理学，情報工学，医

工学をそれぞれ独立したコースとし，コースごとの専門性の高い科目をより早期に履修可能とするよう

にカリキュラムを整備しました．そこで，電気・情報・物理の基礎学問を着実に学ぶとともにそれぞれ

が有機的に結合した総合（融合）学問をも学ぶことができる学科であることや，3つの大学院（工学研

究科，情報科学研究科，医工学研究科）の各専攻での教育とつながっていることを明確に示すために，

『電気情報物理工学科』に学科名称を変更することとしました． 

今回の変更の主なポイントは次のとおりです． 

 

 【変更のポイント】 

 ◯学科名称を『電気情報物理工学科』（英語名称：Department of Electrical, Information and 

Physics Engineering）に変更します． 

 ◯電気・情報・物理の基礎学問をより重視したカリキュラム体制とします．また，学科として必要

最低限身に付けて欲しい科目とコースごとの専門性の高い科目を明確にします． 

◯専門性に応じた「電気工学コース」「通信工学コース」「電子工学コース」「応用物理学コース」    

「情報工学コース」「バイオ・医工学コース」の 6コースになります． 
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 ◯コース配属は全コースとも 3セメスター終了時とし，4セメスターからコースごとのカリキュラ

ムによる教育を行います．すなわち，現在，メディカルバイオエレクトロニクスコースは 7セメ

スターからコースのカリキュラムを履修していますが，バイオ・医工学コースではこれが 1年半

前倒しとなり，医工学分野の基礎知識をより充実して学修することが可能となります． 

 

 

  
【お問い合わせ先】 

 

東北大学 工学部 情報知能システム総合学科  

教育広報企画室  

特任教授 中村 肇  

TEL/FAX 022-795-7167  

e-mail: hajime@ecei.tohoku.ac.jp 
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『東北大学 工学部 電気情報物理工学科』のご紹介 

 

 

東北大学 工学部 電気情報物理工学科は，電気工学，通信工学，電子工学，情報工学ならびに応用物

理学に立脚し，電気エネルギーの供給と利用，次世代情報通信システム，ナノテクを駆使した機能性材

料・素子，医工学による先端医療・福祉機器開発，電気自動車，知能ロボット，プラズマを利用した宇

宙ロケットなどの研究に取り組むことを通じて，中核・専門的技術者としてのリーダー人材に必要な研

究能力や知識，人とのネットワークを育みます． 

 

【歴史と成果】 

 東北大学は，1907年日本で 3番目の帝国大学として創立されました．1919年に工学部が設置された

際に電気工学科が設置され，1941年に通信工学科，1958年に電子工学科，1963年に応用物理学科，1984

年に情報工学科が設置されました．その後，学問の融合化に伴い分野を超えた幅広い知識が必要とされ

てきたことを受けて2004年の国立大学法人化の際に5学科がまとまって電気情報・物理工学科となり，

2007年には情報知能システム総合学科と改称しました．2015年 4月に電気情報物理工学科に名称を変

更します． 

「八木・宇田アンテナ」「光通信３要素（フォトダイオード，半導体レーザ，光ファイバ）」「垂直磁気

記録（ハードディスク）」「トンネル磁気抵抗効果の発見」を始めとして，東北大学の電気工学・応用物

理学は日本だけでなく世界の電気通信研究をリードし続けています．2002年にノーベル賞を受賞した 

田中耕一さんも本学科の卒業生です． 

電気・情報・物理工学の分野では世界有数の重要な研究拠点と位置づけられており，21世紀 COE，

GCOE，卓越した大学院，革新的イノベーション創出プログラム（COI STREAM），戦略的創造研究推

進事業（ACCEL）などの国家的プロジェクトの拠点として位置づけられるとともに，産学連携での国

際集積エレクトロニクス研究開発センターの設置やスピントロニクス国際共同大学院構想など様々な取

り組みが行われています． 

また，電気工学・電子工学の分野では国内大学トップの論文数を誇っています． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出所）トムソン・ロイター「InCites（2012）」 ENGINEERING, ELECTRICAL & ELECTRONIC 

 

図：電気工学・電子工学分野の国内主要大学別論文数（2009～2013年） 

 

参 考 
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◆電気情報物理工学科の６つのコース 
 

電気工学コース（旧 エネルギーインテリジェンスコース） 

Electrical Engineering Course     ～電気エネルギーの有効活用で豊かな地球環境を目指す 

電気ならびに磁気に関わる物理現象を基礎として，電気エネルギーの発生から，輸送，変換，利用，貯蔵

に必要なデバイスとシステム技術を総合的に学びます． 

21世紀は，地球環境を守りながらいかにエネルギーを確保して利用するかが重要な課題です．そのた

めには，太陽光や風力等の自然エネルギーから安定に発電する，電気エネルギーを遠方まで少ない損失

で送る，電気や機械，光など多様なエネルギーを効率良く変換して利用するなど，電気エネルギーの  

活用技術がキーテクノロジーになります． 

この社会的要請に応えるために，電気工学コースでは，自然エネルギーを安定な電気エネルギーに変

換して供給する電力システム，新エネルギー源としてのエネルギーハーベスト（環境発電），地上から

宇宙にいたるエネルギー源として高密度プラズマ，ワイヤレスでエネルギーを送る非接触給電，損失の

無い送電を実現する超伝導，超高速で低損失な電力変換を実現するグリーンエネルギー集積デバイス，

環境と人にやさしい未来の移動体など，将来の社会を支える電気エネルギー技術の研究と教育を行って

います． 

この最先端研究を通じて，電気と磁気に関する物理現象を基礎として，電気エネルギーに関する技術

を総合的に学びながら，地球環境とエネルギーの発生・消費が調和した社会の構築に必要な能力を磨く

ことができます． 
 

通信工学コース（旧 コミュニケーションネットワークコース） 

Communications Engineering Course  ～人と人，人と機械のコミュニケーションの未来を目指す 

ヒューマンインターフェース，コンピュータネットワークからワイヤレス通信システム設計に至る情報通信

技術の基礎を学ぶとともに，ヒューマンコミュニケーションの未来に向かって挑戦します． 

私たちの社会は，音声，文字や画像など多様な情報をいつでもどこでも瞬く間にやり取りできるユビ

キタス社会に変貌しようとしています．このような社会を支え，さらに発展させていくのは情報通信 

技術の高度化です． 

通信工学コースでは，ヒューマンインターフェース，コンピュータネットワークからワイヤレス通信

システム設計に至る情報通信技術の基礎を学ぶとともに，ヒューマンコミュニケーションの未来に向か

って挑戦します．通信工学コースの研究室では，いつでもどこでも超高速で通信できる新しいワイヤレ

ス技術や，次世代通信用の光ファイバなどの研究をしています．また，人と人との通信だけでなく，  

ロボットなど，機械との通信に必要となる音声認識・画像認識，コンピュータネットワークを活用する

並列・分散処理技術の高度化に取り組んでいます． 

これからの通信システムはどうあるべきか，どのような機能を持つべきか，それらを考え，ヒューマ

ンコミュニケーションの未来を実現していくために学びを深めていきます． 
 

電子工学コース（旧 情報ナノエレクトロニクスコース） 

Electronic Engineering Course    ～情報化社会の基盤となる最先端電子技術の創造を目指す 

あらゆる工学・産業の発展を支える電子技術の基礎から応用までを体系的に学びます． 

現在，人の暮らしに欠かせないコンピュータやモバイル端末などの情報機器はもとより，乗り物や 

ロボットまでもが，電子の動きを制御することで動いています．これらの電子システムを知的に進化さ

せて，人の生活をより豊かにしていくためには，ハードウェアからシステムまでを総合的に研究する 

必要があります． 

そこで電子工学コースでは，固体物理・プラズマ物理などを基盤として，これまでにない大容量記録，

高速処理，低消費電力を可能とする新材料・デバイスを創出するとともに，撮像・画像処理・表示など

の知的画像システムを構築することを目指して，研究と教育に取り組んでいます． 

これらの最先端の研究に携わることで，エレクトロニクスやサイエンスを深く理解でき，幅広い応用

力を身に付けることができます． 
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応用物理学コース（コース名に変更はありません） 

Applied Physics Course                 ～物理学を土台としたナノテクノロジーの創造を目指す 

物理学の基礎から工学への応用までの広い範囲の基礎学問を体系的に学び，次世代のテクノロジー

を創り出すための底力を身に付けます． 

エネルギー，環境，医療，バイオ，情報などの近年良く耳にする分野では，画期的な機能性デバイス

や材料の開発が望まれています．それを実現するための最重要技術として注目されているのがナノテク

ノロジーです． 

 応用物理学コースでは，量子力学や統計力学，物性物理学などを中心にナノテクノロジーを支える物

理学の基礎を学びます．また，実践力を養うために，「演習」と「実験」がカリキュラムに多く組み込

まれているのも特徴のひとつです．研究面では，電子・スピン・光・生体を制御する高機能デバイスや

材料の創製を目標に掲げて，「理論」から「実験」にわたる幅広い研究を通して，次世代ナノテクノロ

ジーを創造するための実力を身に付けていきます． 

 

情報工学コース（旧 コンピュータサイエンスコース，知能コンピューティングコース） 

Computer Science Course     ～高い信頼性と性能を持つコンピュータシステムの実現を目指す 

コンピュータシステムを構成する基礎技術を体系的に学び，知能ロボット，ビッグデータ科学，  

耐災害情報通信技術，医療情報処理など最先端システムの構築に挑戦します． 

自動車や飛行機のエンジン制御，家電製品，携帯電話からインターネット上での電子商取引にいたる

まで，コンピュータは今や世の中のあらゆるシステムに組み込まれています．そのような社会基盤の 

中枢を担うコンピュータシステムでは，少し前には「夢」だった技術が続々と実現されています． 

情報工学コースでは，ハードウェア，ソフトウェアなど，コンピュータシステムを構築する基礎技術

を体系的に学びます．さらに，習得した技術を活用し，知能ロボット，ビッグデータ科学，情報通信技

術，医療情報処理，メディア情報処理など，高い信頼性と性能が求められる最先端システムの構築に  

挑戦します． 

 

バイオ・医工学コース（旧 メディカルバイオエレクトロニクスコース） 

  Biomedical Engineering Course  ～人にやさしく，かつ高精度な診断・治療技術の実現を目指す 

電気・電子工学の基盤について学ぶとともに，複雑な生体システムを科学的に計測・解析して制御するた

めの方法論を身に付け，健康維持や医療への応用を目指します． 

現在，我が国では本格的な高齢化社会を迎え，世界的には新たな疾病が発生するなど，医療診断・治

療技術に対する需要がますます高まっています．電気・通信・電子・情報工学は，現在の医療診断・治

療システムの基盤を成す重要な分野であり，さらに，これらを生体に適用するためには様々なノウハウ

が必要です． 

バイオ・医工学コースでは，電気・電子工学の基盤について学ぶとともに，複雑な生体システムを  

科学的に計測・解析して制御するための方法論を身に付け，健康維持や医療への応用を目指します． 

人体がしばしば内的な宇宙に例えられるように，生体システムには未だ解明されていないことが沢山

あります．バイオ・医工学コースでは，それらの現象を解明するための高精度で高性能の生体計測・制

御法の研究開発に挑戦することで，さまざまな病気に対する革新的な診断法や治療法を生み出すばかり

でなく，未知の生体現象に遭遇できるかもしれません． 

 

以上 


